
淡路島百景に準ずる景観

枯木
かれき

神社
じんじゃ

 
所在地：淡路市 尾崎 

 

社殿 

 
枯木神社 

子宝石 

枯木神社は、尾崎海水浴場から北へ約700ｍの海岸沿いに鎮座している神社です。 

日本書記によると、推古天皇3年（595年）の夏に、ひと抱えもある香木が漂着し、島民がその木

を焼くと良い香りが辺り一面に広がったとのことです。その香木は、朝廷に献上され、聖徳太子が観

音像をつくる際の材料として利用したと伝えられています。 

香木(沈香木)は、現在も枯木神社のご神体として、地域の方に大切に祀られています。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道津名一宮ICから県道88号線か

ら県道31号線を右折。車で約30分。 

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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